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１．はじめに 

河川における水質調査は、良好な水環境の保全・

整備を行う上で必要な調査であり、国土交通省（旧

建設省）では旧水質二法が制定された 1958年以降、

長期にわたり実施されてきた。現在は、2005年に作

成された河川水質調査要領（案）に基づき、それぞ

れの調査対象水域について、調査目的を明らかにし

た上で、調査地点、項目、頻度等を定めた河川水質

調査計画を策定し、最低 5年に 1回は計画の見直し

を行いながら、調査を実施することとされている。 

昨今では、安全な水環境の維持・創出のため、様々

な水質項目について環境基準等が追加されるなど、

水質調査の重要性はますます高まっている。一方で、

河川管理のコスト縮減の中で、水質調査にかけられ

る予算にも制約があるため、調査の効率化が求めら

れているのも事実である。環境省においても 2009

年に「公共用水域測定計画策定に係る水質測定の効

率化・重点化の手引き」を公表し、調査効率化の考

え方を示している。 

そこで、上記の手引きを参考に、河川水質調査計

画見直しの際の、調査効率化の検討を支援するツー

ルを開発した。なお、本研究で効率化の対象とした

調査は主に、比較的長期間継続して行われているこ

とが多い、公共用水域監視のための水質調査である。 

２．水質調査の効率化検討の支援ツール 

(1)水質調査効率化検討フロー 

 調査項目毎、地点毎に、水質の測定値が基準値等

を満足しているか、当該地点上流域に汚染源がない

か等、効率化検討の手順を明確化し、図－1に示すフ

ローチャートを作成した。この手順に沿って検討す

ることにより、採用可能な効率化手法（調査項目 

 

図－1 水質調査効率化検討フロー(案)抜粋（健康項目の例） 

の廃止、調査頻度の削減、ローリング調査の導入な

ど）を見出した後、効率化後も従前と同様な水質変

動特性が把握できることを確認した上で、最終的な

効率化手法を選定する流れとした。 

(2)水質データ自動分析ツール 

 効率化検討においては、長期間の水質データの分

析が必要となる。そこでこの分析を容易に実施でき

るよう、2つの自動分析ツールを作成した。一定期間、

定量下限値を下回っているか／環境基準を満足して

いるかを把握するための「定量下限値等継続期間分

析ツール」及び、水質の長期変動、短期変動、周期

変動などの変動特性を検出するための「変動特性分

析ツール」である。これらのツールを使用して、全

国の水質調査結果を分析したところ、多くの地点で

10年以上にわたって定量下限値もしくは指針値未満

で推移している調査項目が多数見られたことから、

調査効率化の可能性がある調査項目、調査地点が多

く潜在することがうかがわれた。 

３．おわりに 

本研究で作成した支援ツールについては、今後、

現場において適用性を検証する予定である。 
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１．はじめに 

 CommonMP1)は、降雨流出や氾濫解析等の水理・水

文解析のための解析モデル（要素モデル）や解析結

果のグラフ描画ツール(機能拡張ツール）等を稼動さ

せることのできる水理・水文解析のため基盤ソフト

ウェアである。CommonMPは、要素モデルや機能拡張

ツールの追加により、様々な機能を付加することが

できる。2007年度から開発してきたこのソフトウェ

アはほぼ完成したことから、河川管理実務に対して

本格的に活用する段階に入っている。本稿では、

CommonMPの河川管理実務への活用事例として、河川

の流下能力縦断図の作成機能の付加とダム貯水池へ

の流入量予測の機能の実装について紹介する。 

２．河川管理実務への活用事例 

 河川の流下能力縦断図（図－1）は、距離標ごとの

河道断面の洪水流下能力を示すものであり、河道整

備の優先順位の検討等のため、河川管理実務におい

てよく使用される。そこで今回、CommonMPに、流下

能力縦断図を出力する機能を付加した。CommonMP付

属のGISで河道断面を編集することにより、河川整備

の効果を即座に流下能力縦断図に反映させることが

できるようになり、業務の効率化等に寄与する。 

 

図－1 流下能力縦断図 

 精度の高いダム貯水池への流入量予測は、洪水時

ダム操作を円滑かつ高度化するために必須である。

そこで今回、CommonMPに、洪水予測用に研究開発が

進められ導入が期待されている粒子フィルタ法2)を

いち早く適用したダム流入量予測の機能を実装した

（図－2）。粒子フィルタ法は、高い演算能力を必要

とするため、CommonMPに並列計算のための機能を追

加することにより、一定の予測精度を確保したうえ

で実用的な演算速度を得た。 

 図－2 粒子フィルタ法による流入量予測 

３．今後の展開 

国総研では、2013年度から地方整備局職員を対象

としたCommonMPの講習会の実施を本格化している。

今回開発した機能は、この講習会等を通じて現場へ

の普及を進める予定である。今後も、CommonMPを活

用し、従来手法の効率化や新技術の現場への導入を

促進することにより、河川管理実務の高度化・効率

化を支援していく考えである。 

☞詳細情報はこちら 

1) CommonMPウェブサイト：http://framework.nilim.go.jp 
2) 立川康人ほか，粒子フィルタを用いた河川水位の実時

間予測手法の開発，土木学会論文集B1（水工学)Vol.67, 

No.4 I_511～I_516, 2011 

写真 

（写真ﾃﾞｰ

ﾀの貼り付

けは不要） 

(博士(工学)) 

写真 

（写真ﾃﾞｰ

ﾀの貼り付

けは不要） 

写真 

（写真ﾃﾞｰ

ﾀの貼り付

けは不要） 

写真 

（写真ﾃﾞｰ

ﾀの貼り付

けは不要） 

4.
仕
事
の
進
め
方
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

成果の活用事例

- 137 -- 137 -

403

河川管理実務への
CommonMP の活用

河川研究部　水循環研究室　
主任研究官

（博士（工学））
　菊森　佳幹　室長　川﨑　将生　研究官　大谷　周　

河川研究部　水環境研究官　福濱　方哉

（キーワード）　　汎用プラットフォーム、水理・水文解析、要素モデル、機能拡張ツール、並列計算




